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Y31a JAXA相模原キャンパスにおける地域連携の 4年間
○阪本 成一, 高木 俊暢 (宇宙航空研究開発機構)

宇宙科学研究所が平成元年に神奈川県相模原市に設置されて以来、宇宙航空研究開発機構への統合を経て、は
や四半世紀ほどが経とうとしている。従来から地域に密着した広報普及活動を心がけてきたが、2008年 12月に
相模原市や東京国立近代美術館との文化事業等協力協定を締結して以来、自治体との連携による普及活動が活性
化している。
このような連携は、2012年 5月 21日の金環日食での市立小学校の始業繰り上げなど、地域の児童・生徒をと

りまく教育環境の変化へと発展している。講演では宇宙航空研究開発機構相模原キャンパスで行われている連携
の事例とその効果について紹介する。


